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場所：ツインリンクもてぎ （栃木県） 1 周 4,801ｍ     観客動員数：制限付開催 15,600 人 

天候：晴れ ｜ コース：ドライ ｜ 気温／路面温度 開始:22℃／27℃＞中盤:21℃／25℃＞終盤：20℃／23℃ 

またしてもＳＣ導入で表彰台を逃す 

２０２０年 SUPER GT 第７戦の決勝がツインリンクもてぎ（栃木県）で行われた。決勝日も前日に引き続き

穏やかな秋の一日となった。 

 

１１月８日（日） 

＜決勝  ６３LAPS / １３：００～＞ 

スタートは山内英輝が受け持つ。山内はスタート直後から後続車

を引き離し、作戦通り少しずつリードを広げていく。しかし２２周目

にコース上で＃５ MC86 がストップしたことによるセーフティーカ

ー(SC)が導入され、２７周目に再スタートになる。２９周目にピット

イン、リアタイヤ２本交換及び給油、山内から井口卓人に代わり、
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素早いピットワークでピットアウトしたが、ＳＣ導入前にピットインした

車両に先行され、実質４位でコースに戻る。リアタイヤのみの交換

だったため、＃１１ ＧＴ-Ｒの追い上げが厳しいが、井口は懸命に

ポジション守る走りを続ける。しかし残り５周で後続の＃１１ ＧＴ-Ｒ

に接触されスピン、すぐにコースに復帰するも５位でレースを終える。

なお、GT５００クラスの優勝は＃８ ARTA NSX-GTが、GT３００クラ

スは＃５６ リアライズ 日産自動車大学校 GT-R が制した。 

 

 

ＳＣが出てしまったことはまたしても不運でしたが、よくここまで頑張ってく

れました。ドライバーもチームスタッフも素晴らしい仕事をしてくれた結果

ですし、ダンロップタイヤさんにも感謝です。表彰台は逃しましたがシリー

ズ優勝争いに残れたことは良かったです。最後まで＃６１ SUBARU 

BRZ R&D SPORTを応援してくださったファンの皆様、本当にありがとう

ございました。気を引き締め、この勢いで最終戦富士も頑張ります。 
 

 

 

２戦連続で SCの影響で勝てるチャンスを逃したという残念さと、後半ス

ティントでもっと上を狙えたという残念さがあります。ピットロスをなくすた

めにタイヤ２輪交換を行いましたが、結果的にタイヤもきつく苦しい展開

でした。最後には後続車にプッシングされリタイアも覚悟しましたが、チェ

ッカーまで走り切り、ポイントを取れたのは良かったと思います。本当に

悔しいレースが続いていますが、今のBRZとダンロップタイヤさんのパッ

ケージは圧倒的なパフォーマンスがあるので、チーム一丸となり最終戦  

は優勝を目指して諦めずに頑張りたいと思います。 

 
     

 

チーム、ダンロップタイヤさんのおかげで、今シーズン初のポールポジシ

ョンを獲得できました。決勝は前戦同様に SC が入り、僕たちにとっては

残念な展開となりましたが、鈴鹿のようなノーポイントは免れ、全員ミス

なく５位で終えることができました。まだ逆転チャンピオンの可能性も残

っているので、最終戦までの期間を全力で取り組んでいきたいと思いま

す。チームとともに、初チャンピオンを獲得できるように全身全霊で挑み

たいと思います！ 

 

 
決勝の詳細に関しては ＳＵＰＥＲ ＧＴホームページ https://supergt.net/ 、 

またＳＵＢＡＲＵモータースポーツマガジン https://www.subaru-msm.com/2020/sgt/report/もご覧ください 

                                                 

２０２０年１１月８日 

ＳＵＢＡＲＵ ＢＲＺ 
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■本島監督 コメント 

■井口 卓人 コメント 

■山内 英輝 コメント 
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